
新しい便利を追求し、「新・マチのほっとステーション」へ
　当社設立50周年にあたる2025年に向け策定した「Challenge 2025」では、お
客さま・社会・仲間（加盟店や従業員など）から「レコメンドNo.1」を獲得し、新
しい便利を追求した「新・マチのほっとステーション」を創ることで、グループ
理念である「私たちは“みんなと暮らすマチ”を幸せにします。」の実現を目指
します。「新しい便利」の実現に向けては、2020年9月にローソングループ大変
革実行委員会を立ち上げ、事業方針である3つの約束「圧倒的な美味しさ」「人
への優しさ」「地球（マチ）への優しさ」を軸に、さまざまな取り組みを実施して
います。2022年5月現在、同委員会は10のプロジェクト及びグループ会社各
社の事業活動とSDGs推進活動から構成され、社長自ら委員長を務めています。
また、「Challenge 2025」では、これらの取り組みに加え、環境・社会・企業統
治の3つの観点から投資対象を戦略的に選択するとともに、「企業価値の向上」

「成長投資と株主還元のバランシング」「グループ会社個社の成長とローソング
ループ全体の成長」を基本とした事業ポートフォリオ戦略を通じて2025年の
チャレンジ指標の達成を目指しています。

ローソングループ
大変革実行委員会
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IT投資した次世代システムの活用

環境・社会・企業統治の3つの観点で投資対象を戦略的に選択し、
「企業価値の向上」「成長投資と株主還元のバランシング」「グループ会社個社の成長と

ローソングループ全体の成長」を基本とした事業ポートフォリオ戦略を通じてチャレンジ指標達成を目指す。

2025年 チャレンジ指標 ESG 基軸経営

Environment
• 食品ロス削減
• 脱プラスチック
• CO2排出量削減

Governance
•  経営の透明性・公平性の確保
•  独立役員を取締役の3分の1以上

選任
•  過半数以上を独立役員で構成す

る指名・報酬諮問委員会の設置

Social
•  ダイバーシティ
•  地域社会への貢献
•  サプライチェーン管理

ROE 15%以上

EPS 500円 以上

実 績
2019年度 2020年度 2021年度

ROE 7.3% 3.2% 6.6%

EPS 200円 86円 178円
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成長ドライバーとして
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成長投資・
業界再編・M&A

成長性・資本収益性を
判断軸とする

2022年度

2025年度
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Challenge 2025の全体像・進捗

売場改装・什器導入

導入店舗数拡大・メニュー刷新

日配品・冷凍食品・デリカの拡充

「無印良品」の導入

商品・サービスレベルの向上

最適サプライチェーン設計 2024年新システム実装

ベンダー生産性・品質改善 ベンダー構造改革による収益力強化

インフラ整備 収益化

チャレンジ後押し施策・クルーさんの働きがい向上

ブランド浸透の強化 外部への発信強化

中国出店の加速・金融新サービス検討・アフターコロナのエンタメ戦略など

CO2排出量・プラスチック使用量・食品ロスの削減など

ローソングループ大変革実行委員会のマイルストーン

店舗理想形追求PJT

新しい 生 活 様 式・価 値 観 に
適応した、日常生活必需品を
目 的 購 入されるお 店 づくり
の実現

『新しい便利』の実現
売場

大変革
 P.25

厨房PJT

商品刷新PJT

無印良品導入PJT

レコメンドNo.1獲得PJT

顧客起点サプライチェーン改革 
PJT

ベンダー物流改革PJT

グループデータ一元利活用PJT

あらゆるコストの見直しと収
入増へのチャレンジによる、
加 盟 店・本 部・事 業 会 社 の
収益力向上

グループ全体を
筋肉質に大変革し

収益源を確保

収益構造
大変革

 P.28

新しい 
CVSモデル実現

働きがい改革PJT加 盟 店・本 部・グループ 会
社全員の働きが い改革継続
実行

グループで働くことの
満足度向上

働きがい
大変革  P.33 グループブランディングPJT

事業会社グループの総力を横断的に結束
した新しい価値提供への挑戦 各事業会社の成長事業会社  P.28

SDGs推進「SDGs（持続可能な開発目標）」
への貢献

事業活動を通じた
持続可能な社会の実現SDGs推進  P.43

委員長：代表取締役　社長　兼　CSO※　竹増 貞信 2022年度 2023年〜2024年度 2025年度

※ CSO は「Chief Sustainability Officer（チーフ・サステナビリティ・ オフィサー：最高サステナビリティ責任者）」の略
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